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１. はじめに
　沖縄県島

しま

尻
じり

郡久
く

米
め

島
じま

方言のアクセント調査の報告の続きとして，今回は旧具
ぐ

志
し

川
かわ

村
そん

の嘉
か

手
で

苅
かる

（人により，かてかる）方言を対象とする。具体的には，拙論（2020a）の旧仲
なか

里
ざと

村
そん

真
ま

謝
じゃ

方言と同じく，固有名詞（地名・人名＝名字）を前部要素とする生産的複合語のアク
セント資料を提示する。
　話者は（1）の方である（音調記号は後述（2）を参照）。
　（1） 久米島町嘉手苅（[カディ]カ[ル]）田里市郎（たさと いちろう）氏  昭和８年生まれ
　ただし，話者がご高齢のため途中で辞退された関係で，調査項目が一部欠けており，ま
た最終的に予定していた確認・補充調査もできなかった。そのために，疑問・未確定部分
が残る報告となっている。しかしながら，旧仲里村儀

ぎ

間
ま

と連続していながら旧村境でアク
セントを含む地域差があることはよく知られているにもかかわらず，アクセントの報告が
従来なかっただけに，今後の研究にとっての意味があると考え，可能な限り報告を続けた
いと思っている。同じ話者に基づく既報告は拙論（2019a, 2019b, 2020b）を参照されたい。

２. 項目と表記
　項目についての説明は本誌前号の拙論（2020a）に譲る。資料では，複合語全体，その
前部要素，後部要素に分けて各音形を記す。繰り返し現われる前部・後部各要素は，問題
のありそうなものは数回聞いたが，他は省略し，最初のデータで統一した。島内の人名や
地名はできるだけ方言形を聞いたが，公的性格の強い「○○先生」や「○○小学校」（昔
の「○○学校」と比較），「○○県」では，分節音はほとんど標準語の音形となり，それと
組み合わされた「先生」も伝統方言のシンシーではなくセンセーであった。なお，各集落
名を前に付けて作った学校名はほとんどが実在しない名称であるが，久米島の話者にとっ
ては生産性のある形に違いないと考えた。「○○高校／高等学校，○○大学」等は，紙幅
の関係で略す。
　表記は，久米島方言の音声はカナで書けるので，音調表記（2）と関連情報（3）のみを示す。
　（2） [：上昇，]：下降，|：アクセント単位の切れ目。
　[ナゼ]（名瀬），[カゴシ]マ]（鹿児島）は，単独形が[ナゼ，[カゴシ]マ，助詞付き形が[ナ
ゼ]ガ，[カゴシマ]ガの略表記で，単独形を聞いただけの場合は[ナゼメーブ]ツ（名瀬名物）
のみとした。拙論（2019a: 88）等で述べたように，これらの１モーラ目は中程度，時には
低くさえ聞こえるが，シ[マ[（島），つまりシ[マ，[シ]マ[ガの単独形の出だしよりは高く，
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こう簡略表記する。[ガッコ]ー（学校）でも，最初の１音節が低めで，むしろガッ[コ]ーに近い。
　（3）<n>：新，<o>：古，<m>：稀，<x>：その語形使わず，(OK)：これで確か。確認済み。
(f) : 同席した同郷の奥様の発音。【 】は整理に際しての筆者の注記。

３. 複合語アクセント
　複合語の検討に入る前に，前部・後部の各要素を単純語相当と見なして，その枠組みを概
観しておく。今回の要素に含まれていない例も一部加えて（4）に示す（「地」は島内集落名）。
　（4）Ａ型：�[ロー]（堂，地），[チバ]（千葉），[ナゴ]ヤ]（名古屋），[カゴシ]マ]（鹿児島），

[トーキョ]ー]（東京），[ウエグシ]ク]（宇江城，地）
　　　Ｂ型：�キ[ー[（木），ジ[マ[（儀間，地），[ア]マ[ミ]（奄美），[オ]ラン[ダ]（国），[ウ]チ[ナー]

（沖縄），[イシ]ガ[キ]（石垣），[オキエ]ラ[ブ]（沖永良部）
　Ａ型は，語頭２モーラが原則的に高く，それより長いと（語末を含む）文節末モーラだ
けが低くなる型で，「無核型」と見る。「県」は[ケ]ン]，すなわち[ケ]ン，[ケン]ガとしてい
るが，「パン，ペン」は[パ]ン]と[パン]をともに記録してあり，撥音終わりの２モーラ語は
語末が下がることも下がらないこともあって対立はないと見る。
　Ｂ型は，語末は高く次末だけが低い型１で，キ[ー，[キ]ー[ガ（木）のように３モーラ以
上になると語頭も高くなる。３モーラ以上の語末に「昇り核」/[/のある型と見る。Ａ型
と同様，この方言は，２モーラ語では本来の凹み型を取るには不十分で，長さの制約から
変形が生ずる。また，ここまで語末，次末の単位を明示して来なかったが，３モーラ単位
までは[キ]カ[イ（喜界）のようにモーラで決まるが，[オ]ラン[ダ]（国），[ウ]チ[ナー]（沖縄）
に見るように，４モーラ以上になると音節的性格を強く持つようになる２。
　以上を前提にして資料を見ると，後部要素の型が拍数により不均一ではあるが，複合語

	
1	 		「○○言葉」だけは最初の調査ですべて[○○]ク｡トゥ[バを記録したが，無声化（｡）によるもので，

その後に再調査した項目において[○○ク]トゥ[バも確認した。後出(7)のＣ型の例はその再調査の際
にまとまって出てきたものであるが，時間の関係で全項目での確認には至らなかった。

2	 		末尾が重音節連続に終わる３音節語以上の単語の場合は，次末重音節が低く，最終重音節が高くなる。
[ヒロシマ]ギン[コー]（広島銀行。銀行はＢ），[ホッ]カイ[ドー]（北海道）などである。ただし，問
題はある。[オランダ]ケン[キュー]（研究はＡ）の他に[オランダケン]キュ[ー]も得られているからで
ある。重音節連続の２音節語は語頭が必ず高くなるが，[ミン]ヨ[ー]（民謡），[ギン]コ[ー]（銀行），[シン]
ポ[ー]（新報）に対して，[コ]ー[コー]（高校），[シ]ン[ブン]（新聞）で，全体が高くなるのが第１音
節か第２音節かは特殊拍の配列で決められそうにも見えるが，同じ配列でも[リュー]キュ[ー]（琉球）
と[キュ]ー[シュー]（九州）の例もあり，対立の可能性も出て来る。しかしながら，地名「比屋定」の
ように，[ヒャ]ー[ジョー]と[ヒャー]ジョ[ー]の両方を記録していながら，必ずしも明瞭な使い分けと
は感じられなかった例もある。また，[カン]サ[イ]（関西）と[ト]ー[カイ]（東海）のように，最初ははっ
きり区別があるような反応であったが，確認を求めているうちに[カ]ン[サイ]で同じになってしまっ
た例もある。また，単独の音調型が違っていても複合語内では差がなくなること，対立を認めるとか
なり特異な体系になってしまうことも考え，現段階では凹み型の音声的な変種と見ておくことにする。
ただし，３モーラ語では，[リョ]コ[ー]（旅行），[レ]モ[ン]，[キ]カ[イ]（喜界島）で，凹み型から一
義的に決まる。また，[ナカル]マ[イ]（仲泊）と[マ]ガ[イ]（真我里）については，本文最後の一つ
前の段落を参照。
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アクセントは前部要素の型によって決まる「前部要素決定型」であることが分かる。(5)の
例のようにＡ→Ａ，Ｂ→Ｂとなる。これは前部→全体を表わし，前部要素のアクセント型
が分かれば，それから複合語全体のアクセント型が予測されるという意味である。
　（5）Ａ：	[チバクトゥ]バ（言葉），[ナゴヤシンブ]ン（新聞），[トーキョーメーブ]ツ（名物）
　　　B：[ジマク]トゥ[バ（言葉），[アマミ]シン[ブン]（新聞），[イシガキメー]ブ[ツ]（名物）
　ただし，細かく見ると，B→Bは例外がほとんどないのに対して，Ａ型は(6)のように基
本はＡ型であるが，項目によりＢ型も併用で出る。Ｂ型が無標であることが分かる。
　（6）[カゴシ]マ	Ａ→	[カゴシマミンヨ]ー	 Ａ	と	[カゴシマ]ミン[ヨー	Ｂ（鹿児島民謡）
　　　[サンケ]ー	Ａ→	[サンケーシンブ]ン	 Ａ	と	[サンケー]シン[ブン	Ｂ（産経新聞）
　ところが，Ｂ型の前部要素の場合，「第３の型」と見られるものが現われることがある。
次の（7）～（9）を参照。（7）は後部要素がＢ型，（8）と（9）は後部要素がＡ型の例である。
　（7）[ニー]ガ[タクトゥ]バ（新潟言葉）などの「○○言葉」，	[ア]マ[ミオーシ]マ（奄美大島）
　（8）[タ]サ[トセンセ]ー（田里先生）などの「名字＋先生」３

　（9）[オキ]ナ[ワケ]ン（沖縄県），[ア]イ[チガ]ス（愛知ガス）などの「○○県，○○ガス」
　（7）の「○○言葉」では，後部Ｂ型の[ク]トゥ[バ]が	-クトゥ]バに交替しており，かつ，
資料に見るように，すべてが通常のＢ型[ニーガタク]トゥ[バとの併用である。「奄美大島」
も[オー]シ[マ]が	-オーシ]マに交替し，かつ，２単位形の[ア]マ[ミ|オー]シ[マ]は別にあって
それとは異なる（Ｂ型[アマミオー]シ[マの併用は未確認）。（7）は，[ナ]ー[カ，[ナ]ー[カカ]
ラ（中から），[ヌク]ジ[リ，[ヌク]ジ[リマ]リ（鋸まで）と同じく１単位形と見なければな
らない。前部Ｂ型単独形の３モーラ目以降にある「昇り核」が保持されたまま後部まで高
く続き，文節末が低くなる型である。Ｂ型とは核の位置が異なるＣ型と認定する必要があ
る。
　すなわち，嘉手苅方言の複合語アクセント規則は（10）のようになる。
　（10）Ａ型→Ａ型だが，時にＢ型も併用。Ｂ型→Ｂ型だが，後部要素に応じてＣ型にもなる。
		「後部要素に応じて」としたのは，語彙ごとに個別に決まるという意味で，後部もＢ型
だと複合語はほとんどがＢ型になるにもかかわらず，「-言葉」と「-大島」ではＣ型になっ
ていて，その条件は見つからないからである。加えて，「-言葉」はＢ型との併用で出ている。
		もっとも，前部がＢ型，後部がＡ型からなる（8）と（9）の例は，ともに類例も多くて例外
はないが，（7）と同じＣ型と見ることもできるものの，むしろ「２単位形」と見るべきで
あろう。[タ]サ[ト]＋[センセ]ー→[タ]サ[ト|センセ]ー，[オキ]ナ[ワ]＋[ケ]ン→[オキ]ナ[ワ|ケ]ン
など，そのまま結合した形と見ることができるからである。[タ]サ[ト]，[オキ]ナ[ワ]など
の語末後の下降(])は，次に１モーラ助詞が続いた文節の言い切り形において取る姿に過ぎ

	
3	 		前部要素が名字以外では，[イ]キ[ガ]（男），[イ]ナ[グ]（女），[ワ]カ[ー（若）は，B型の[イキガ]セン[セー

のみであり，一方，[コ]ー[チョー]（校長），[トゥシ]ユ[イ]（年寄り）は，Ｂ型の[コーチョー]セン[セー
と２単位形（後述）の[コ]ー[チョー|センセ]ーとの併用である。



108 『南島文化』第43号

ない。[ア]イ[チガ]スは後部が[ガス]との交替を起こしているように見えても，実は全体が
３モーラ以上の文節末が言い切り形で下降した結果である。
 	２単位説は，前部要素がＡ型でも当てはまる。[ウチ]マ]+[センセ]ー→[ウチマセンセ]ー（内
間先生）の前部要素の下降は言い切り形において生ずるものゆえ，２単位形であろうと複
合名詞内においては出現しない。その結果，２単位形のＡ型＋Ａ型は１単位形のＡ型と表
面上の区別はないことになるが，Ｂ型＋Ａ型との整合性から２単位形と見なす４。
　ここで生ずる疑問は，「○○先生」の２単位形は他方言に例があるものの，「○○県，○
○ガス」は報告がない点であるが，後二者は本来の方言になかった新語であるためと見た
い。
　（10）に戻って、その確実な例外が１つだけある。「２モーラ名字＋先生」の（11）である。
　（11）Ａ：[ヒガ]（比嘉），[ヨギ]（与儀）→	[ヒガセンセ]ー，[ヨギセンセ]ー	Ａ
　　　Ｂ：イ[ハ[（伊波），ギ[マ[（儀間）→	[イハセンセ]ー，[ギマセンセ]ー	Ａ
　ここではＡとＢの区別がなくなり，どちらもＡ型になるのである。（11）は再確認済みで
ある。
　最後に，「地名＋の人」を扱う。そのＡ型は[ニシミン]ツ（西銘Aの人），Ｂ型は[ジ]マン
[ツ（儀間Bの人）と前部に応じて規則的に出るが，興味を引くのはＢ型の（12）である。
　（12）Ｂ：	[グシ]チャーン[ツ（具志川	[グ]シ[チャー]），[ジャナ]ローン[ツ（謝名堂	[ジャ]

ナ[ロー]），[ヒャー]ジョーン[ツ（比屋定	[ヒャ]ー[ジョー],	[ヒャー]ジョ[ー]）
　Ｂ型複合語の次末音節が超重音節の場合でもその音節全体が低くなるのである。その一
方で，
　（13）B：[ナカルマ]イン[ツ（仲泊	[ナカル]マ[イ]），[マガ]イン[ツ（真我里	[マ]ガ[イ]）に
おいては，それが起こっていない。これは○インの構造だからというよりも，そもそもナ
カルマイ＜ナガドマリ，マガイ＜マガリに由来し，-aiが二重母音ではない可能性がある（た
だし，「喜界の人」は未調査）。なお，Ａ型でも，[ローン]ツ（堂＝宇江城	[ロー]），[オーン]
ツ（奥武	[オー]）と，超重音節全体が高くなる。
　以上をまとめると，次のようになる。嘉手苅方言の複合語アクセントは「前部要素決定

型」であり，Ａ→Ａ，Ā（Ｂ）→	Ā（ＢまたはＣ）という「式保存」が原則的に成り立つ。

[参照文献]
　上野善道（2019a）「久米島方言のアクセント資料（2）」『南島文化』41: 83-92.
　上野善道（2019b）「久米島方言の体言のアクセント資料」『琉球の方言』43: 131-172.
　上野善道（2020a）「久米島方言のアクセント資料（3）」『南島文化』42: 193-208.

	
4	 	これは，東京方言の「名字＋先生」とよく似ている。下げ核で表示すると，「服部先生」は/ハットリ

|センセ]ー/か/ハットリセンセ]ー/かは音声的に判断できないが，２単位形である「柴田先生」の/シ]
バタ|センセ]ー/に合わせて２単位形と見るとの同じである。
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　上野善道（�2020b）「久米島方言の体言のアクセント資料――那覇語彙（1）――」『琉球
の方言』44: 189-241.

[付�記]　田里市郎氏の長い間のご協力に厚く御礼を申し上げる。査読者の指摘で表記の不
統一を修正できた。本稿はJSPS科学研究費19H00530（代表者：窪薗晴夫）による研
究成果の一部である。同時に，国立国語研究所共同研究プロジェクト「対照言語学の
観点から見た日本語の音声と文法」（プロジェクトリーダー：窪薗晴夫），並びに「日
本の消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」（プロジェクトリー
ダー：木部暢子）の研究成果も兼ねる。
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
オランダ製品 [オランダ]セー[ヒン] オランダ [オ]ラン[ダ] 製品 [セーヒ]ン]
アメリカ製品 [アメリカ]セー[ヒン] アメリカ [アメ]リ[カ] 製品 [セーヒ]ン]
鹿児島製品 [カゴシマセーヒ]ン],	

[カゴシマ]セー[ヒン]
鹿児島 [カゴシ]マ] 製品 [セーヒ]ン]

広島製品 [ヒロシマ]セー[ヒン] 広島 [ヒロ]シ[マ] 製品 [セーヒ]ン]
オランダ民謡 [オランダ]ミン[ヨー] オランダ [オ]ラン[ダ] 民謡 [ミン]ヨ[ー]
アメリカ民謡 [アメリカ]ミン[ヨー] アメリカ [アメ]リ[カ] 民謡 [ミン]ヨ[ー]
鹿児島民謡 [カゴシマミンヨ]ー],	

[カゴシマ]ミン[ヨー]
鹿児島 [カゴシ]マ] 民謡 [ミン]ヨ[ー]

広島民謡 [ヒロシマ]ミン[ヨー] 広島 [ヒロ]シ[マ] 民謡 [ミン]ヨ[ー]
鹿児島銀行 [カゴシマギンコ]ー 鹿児島 [カゴシ]マ] 銀行 [ギン]コ[ー]
広島銀行 [ヒロシマ]ギン[コー] 広島 [ヒロ]シ[マ] 銀行 [ギン]コ[ー]
東京銀行 [トーキョーギンコ]ー 東京 [トーキョ]ー] 銀行 [ギン]コ[ー]
大阪銀行 [オーサカギンコ]ー 大阪 [オーサ]カ] 銀行 [ギン]コ[ー]
九州銀行 [キューシュー]ギン[コー 九州 [キュ]ー[シュー] 銀行 [ギン]コ[ー]
名古屋銀行 [ナゴヤギンコ]ー 名古屋 [ナゴ]ヤ] 銀行 [ギン]コ[ー]
北海道銀行 [ホッカイドー]ギン[コー 北海道 [ホッ]カイ[ドー] 銀行 [ギン]コ[ー]
北日本銀行 [キタニホンギンコ]ー 北日本 [キタニホ]ン] 銀行 [ギン]コ[ー]
東北銀行 [トーホクギンコ]ー 東北 [トーホ]ク] 銀行 [ギン]コ[ー]
北陸銀行 [ホクリクギンコ]ー 北陸 [ホクリ]ク] 銀行 [ギン]コ[ー]
中央銀行 [チューオーギンコ]ー 中央 [チューオ]ー] 銀行 [ギン]コ[ー]
三重銀行 [ミエギンコ]ー 三重 [ミエ] 銀行 [ギン]コ[ー]
沖縄タイムス [オキナワタイ]ム[ス] 沖縄 [オキ]ナ[ワ],		

[ウ]チ[ナー]
タイムス [タイ]ム[ス]

琉球新報 [リューキュー]シン[ポー] 琉球 [リュー]キュ[ー] 新報 [シン]ポ[ー]
奄美新聞 [アマミ]シン[ブン] 奄美 [ア]マ[ミ] 新聞 [シ]ン[ブン],	

[シン]ブ[ン]もか
大島新聞 [オーシマ]シン[ブン] 大島 [オー]シ[マ] 新聞 [シ]ン[ブン]
奄美大島新聞 [ア]マ[ミ|オーシマ]シン[ブ

ン]
奄美大島 [ア]マ[ミオーシ]マ],	

[ア]マ[ミ|オー]シ[マ]
新聞 [シ]ン[ブン]

南日本新聞 [ミナミニホンシンブ]ン] 南日本 [ミナミニッポ]ン] 新聞 [シ]ン[ブン]
東京新聞 [トーキョーシンブ]ン] 東京 [トーキョ]ー] 新聞 [シ]ン[ブン]
京都新聞 [キョート]シン[ブン 京都 [キョ]ー[ト] 新聞 [シ]ン[ブン]
九州新聞 [キューシュー]シン[ブン 九州 [キュ]ー[シュー] 新聞 [シ]ン[ブン]
名古屋新聞 [ナゴヤシンブ]ン 名古屋 [ナゴ]ヤ] 新聞 [シ]ン[ブン]
産経新聞 [サンケーシンブ]ン,		

[サンケー]シン[ブン
産経 [サンケ]ー] 新聞 [シ]ン[ブン]

読売新聞 [ヨミウリ]シン[ブン 読売 [ヨミ]ウ[リ] 新聞 [シ]ン[ブン]
毎日新聞 [マイニチ]シン[ブン 毎日 [マイ]ニ[チ] 新聞 [シ]ン[ブン]
朝日新聞 [アサヒ]シン[ブン 朝日 [ア]サ[ヒ] 新聞 [シ]ン[ブン]
四国新聞 [シコク]シン[ブン 四国 [シ]コ[ク] 新聞 [シ]ン[ブン]
三重新聞 [ミエシンブ]ン 三重 [ミエ] 新聞 [シ]ン[ブン]
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
滋賀新聞 [シガシンブ]ン 滋賀 [シガ] 新聞 [シ]ン[ブン]
東日本新聞 [ヒガシニホンシンブ]ン 東日本 [ヒガシニホ]ン 新聞 [シ]ン[ブン]
古新聞 [フル]シン[ブン 古 [フ]ル[ー	(OK) 新聞 [シ]ン[ブン]
オランダ研究 [オランダケン]キュ[ー],	

[オランダ]ケン[キュー]
オランダ [オ]ラン[ダ] 研究 [ケンキュ]ー]

アメリカ研究 [アメリカケン]キュ[ー],	
[アメリカ]ケン[キュー]

アメリカ [アメ]リ[カ] 研究 [ケンキュ]ー]

鹿児島研究 [カゴシマケンキュ]ー] 鹿児島 [カゴシ]マ] 研究 [ケンキュ]ー]
広島研究 [ヒロシマケン]キュ[ー],	

[ヒロシマ]ケン[キュー]
広島 [ヒロ]シ[マ] 研究 [ケンキュ]ー]

オランダ名物 [オランダメー]ブ[ツ] オランダ [オ]ラン[ダ] 名物 [メーブ]ツ]
アメリカ名物 [アメリカメー]ブ[ツ] アメリカ [アメ]リ[カ] 名物 [メーブ]ツ]
鹿児島名物 [カゴシマメーブ]ツ] 鹿児島 [カゴシ]マ] 名物 [メーブ]ツ]
広島名物 [ヒロシマメー]ブ[ツ] 広島 [ヒロ]シ[マ] 名物 [メーブ]ツ]
久米島名物 [クミジマメー]ブ[ツ] 久米島 [クミ]ジ[マ] 名物 [メーブ]ツ]
沖縄名物 [ウチナーメー]ブ[ツ] 沖縄 [オキ]ナ[ワ],		

[ウ]チ[ナー]
名物 [メーブ]ツ]

那覇名物 [ナーハメー]ブ[ツ] 那覇 [ナ]ー[ハ],	
<n>ナ[ハ[

名物 [メーブ]ツ]

宮古名物 [マークメーブ]ツ] 宮古 [マー]ク],	
<n>[ミヤ]コ]

名物 [メーブ]ツ]

石垣名物 [イシガキメー]ブ[ツ] 石垣 [イシ]ガ[キ] 名物 [メーブ]ツ]
与那国名物 [ユナグニメーブ]ツ] 与那国 [ユナグ]ニ] 名物 [メーブ]ツ]
与論名物 [ヨロンメー]ブ[ツ] 与論 [ヨ]ロ[ン] 名物 [メーブ]ツ]
沖永良部名物 [オキエラブメー]ブ[ツ] 沖永良部 [オキエ]ラ[ブ] 名物 [メーブ]ツ]
徳之島名物 [トゥクヌシマメー]ブ[ツ] 徳之島 [トゥクヌ]シ[マ] 名物 [メーブ]ツ]
大島名物 [オーシマメー]ブ[ツ] 大島 [オー]シ[マ],		

[ア]マ[ミオーシ]マ,		
[ア]マ[ミ|オー]シ[マ]

名物 [メーブ]ツ]

名瀬名物 [ナゼメーブ]ツ,	
[ナゼメー]ブ[ツ]

名瀬 [ナゼ] 名物 [メーブ]ツ]

喜界名物 [キカイメー]ブ[ツ] 喜界 [キ]カ[イ] 名物 [メーブ]ツ]
東京名物 [トーキョーメーブ]ツ] 東京 [トーキョ]ー] 名物 [メーブ]ツ]
八重山名物 [イェーマメーブ]ツ],	

<n>[ヤエヤマメーブ]ツ]
八重山 [イェー]マ],	

<n>[ヤエヤ]マ]
名物 [メーブ]ツ]

宮古八重山名物 [マークイェーマメーブ]ツ] 宮古八重山 [マークイェー]マ] 名物 [メーブ]ツ]
オランダ文化 [オランダ]ブン[クヮ] オランダ [オ]ラン[ダ] 文化 [ブ]ン[クヮ]
アメリカ文化 [アメリカ]ブン[クヮ] アメリカ [アメ]リ[カ] 文化 [ブ]ン[クヮ]
鹿児島文化 [カゴシマブン]クヮ] 鹿児島 [カゴシ]マ] 文化 [ブ]ン[クヮ]
広島文化 [ヒロシマ]ブン[クヮ] 広島 [ヒロ]シ[マ] 文化 [ブ]ン[クヮ]
オランダ土産 [オランダミ]ヤ[ギ] オランダ [オ]ラン[ダ](一度は	

[オラ]ン[ダも可と)
土産 [ミ]ヤ[ギ]
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
アメリカ土産 [アメリカミ]ヤ[ギ] アメリカ [アメ]リ[カ] 土産 [ミ]ヤ[ギ]
鹿児島土産 [カゴシマミヤ]ギ] 鹿児島 [カゴシ]マ] 土産 [ミ]ヤ[ギ]
広島土産 [ヒロシマミ]ヤ[ギ]/	

( f )[ヒロシマミヤ]ギ
広島 [ヒロ]シ[マ]/	

( f )[ヒロシ]マ
土産 [ミ]ヤ[ギ]

オランダ料理 [オランダ]リョー[リ] オランダ [オ]ラン[ダ] 料理 [リョ]ー[リ]
アメリカ料理 [アメリカ]リョー[リ] アメリカ [アメ]リ[カ] 料理 [リョ]ー[リ]
鹿児島料理 [カゴシマリョー]リ],	

[カゴシマ]リョー[リ]
鹿児島 [カゴシ]マ] 料理 [リョ]ー[リ]

広島料理 [ヒロシマ]リョー[リ] 広島 [ヒロ]シ[マ] 料理 [リョ]ー[リ]
オランダ旅行 [オランダ]リョ[コー] オランダ [オ]ラン[ダ] 旅行 [リョ]コ[ー]
アメリカ旅行 [アメリカ]リョ[コー] アメリカ [アメ]リ[カ] 旅行 [リョ]コ[ー]
鹿児島旅行 [カゴシマリョコ]ー],	

[カゴシマ]リョ[コー]
鹿児島 [カゴシ]マ] 旅行 [リョ]コ[ー]

広島旅行 [ヒロシマ]リョ[コー] 広島 [ヒロ]シ[マ] 旅行 [リョ]コ[ー]
オランダレモン [オランダ]レ[モン] オランダ [オ]ラン[ダ] レモン [レ]モ[ン]
アメリカレモン [アメリカ]レ[モン] アメリカ [アメ]リ[カ] レモン [レ]モ[ン]
鹿児島レモン [カゴシマレモ]ン] 鹿児島 [カゴシ]マ] レモン [レ]モ[ン]
広島レモン [ヒロシマ]レ[モン] 広島 [ヒロ]シ[マ] レモン [レ]モ[ン]
オランダ言葉 [オランダク]トゥ[バ] オランダ [オ]ラン[ダ] 言葉 [ク]トゥ[バ]
アメリカ言葉 [アメリカク]トゥ[バ] アメリカ [アメ]リ[カ] 言葉 [ク]トゥ[バ]
鹿児島言葉 [カゴシマクトゥ]バ 鹿児島 [カゴシ]マ] 言葉 [ク]トゥ[バ]
広島言葉 [ヒロシマク]トゥ[バ] 広島 [ヒロ]シ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ]
北海道言葉 [ホッカイドーク]トゥ[バ 北海道 [ホッ]カイ[ドー] 言葉 [ク]トゥ[バ
青森言葉 [アオモリク]トゥ[バ 青森 [アオ]モ[リ] 言葉 [ク]トゥ[バ
秋田言葉 [アキタク]トゥ[バ 秋田 [ア]キ[タ] 言葉 [ク]トゥ[バ
岩手言葉 [イワテク]トゥ[バ 岩手 [イ]ワ[テ] 言葉 [ク]トゥ[バ
山形言葉 [ヤマガタク]トゥ[バ 山形 [ヤマ]ガ[タ] 言葉 [ク]トゥ[バ
宮城言葉 [ミヤギクトゥ]バ 宮城 [ミヤ]ギ,	[ミ]ヤ[ギ 言葉 [ク]トゥ[バ
福島言葉 [フクシマク]トゥ[バ 福島 [フク]シ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
茨城言葉 [イバラギク]トゥ[バ	(OK) 茨城 [イバ]ラ[ギ]	(OK) 言葉 [ク]トゥ[バ
栃木言葉 [トチギク]トゥ[バ 栃木 [ト]チ[ギ] 言葉 [ク]トゥ[バ
群馬言葉 [グンマク]トゥ[バ 群馬 [グ]ン[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
埼玉言葉 [サイタマク]トゥ[バ 埼玉 [サイ]タ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
東京言葉 [トーキョークトゥ]バ 東京 [トーキョ]ー] 言葉 [ク]トゥ[バ
千葉言葉 [チバクトゥ]バ 千葉 [チバ] 言葉 [ク]トゥ[バ
神奈川言葉 [カナガワクトゥ]バ 神奈川 [カナガ]ワ] 言葉 [ク]トゥ[バ
新潟言葉 [ニーガタク]トゥ[バ,	

[ニー]ガ[タクトゥ]バ
新潟 [ニー]ガ[タ] 言葉 [ク]トゥ[バ

長野言葉 [ナガノク]トゥ[バ,	
[ナ]ガ[ノクトゥ]バ	

長野 [ナ]ガ[ノ] 言葉 [ク]トゥ[バ

山梨言葉 [ヤマナシク]トゥ[バ,	
[ヤマ]ナ[シクトゥ]バ

山梨 [ヤマ]ナ[シ] 言葉 [ク]トゥ[バ
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
静岡言葉 [シズオカク]トゥ[バ,	

[シズ]オ[カクトゥ]バ
静岡 [シズ]オ[カ] 言葉 [ク]トゥ[バ

富山言葉 [トヤマク]トゥ[バ,	
[ト]ヤ[マクトゥ]バ

富山 [ト]ヤ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ

岐阜言葉 [ギフクトゥ]バ 岐阜 [ギフ] 言葉 [ク]トゥ[バ
愛知言葉 [アイチク]トゥ[バ],	

[ア]イ[チクトゥ]バ
愛知 [ア]イ[チ] 言葉 [ク]トゥ[バ

石川言葉 [イシカワクトゥ]バ 石川 [イシカ]ワ] 言葉 [ク]トゥ[バ
福井言葉 [フクイク]トゥ[バ],	

[フ]ク[イクトゥ]バ
福井 [フ]ク[イ] 言葉 [ク]トゥ[バ

滋賀言葉 [シガクトゥ]バ 滋賀 [シガ] 言葉 [ク]トゥ[バ
三重言葉 [ミエクトゥ]バ 三重 [ミエ] 言葉 [ク]トゥ[バ
奈良言葉 [ナラクトゥ]バ 奈良 [ナラ] 言葉 [ク]トゥ[バ
京都言葉 [キョートク]トゥ[バ,	

[キョ]ー[トクトゥ]バ
京都 [キョ]ー[ト] 言葉 [ク]トゥ[バ

大阪言葉 [オーサカクトゥ]バ 大阪 [オーサ]カ] 言葉 [ク]トゥ[バ
和歌山言葉 [ワカヤマクトゥ]バ 和歌山 [ワカヤ]マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
兵庫言葉 [ヒョーゴク]トゥ[バ,	

[ヒョ]ー[ゴクトゥ]バ
兵庫 [ヒョ]ー[ゴ] 言葉 [ク]トゥ[バ

鳥取言葉 [トットリク]トゥ[バ,	
[トッ]ト[リクトゥ]バ

鳥取 [トッ]ト[リ] 言葉 [ク]トゥ[バ

岡山言葉 [オカヤマクトゥ]バ 岡山 [オカヤ]マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
島根言葉 [シマネク]トゥ[バ,	

[シ]マ[ネクトゥ]バ
島根 [シ]マ[ネ] 言葉 [ク]トゥ[バ

広島言葉 [ヒロシマク]トゥ[バ 広島 [ヒロ]シ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
山口言葉 [ヤマグチク]トゥ[バ 山口 [ヤマ]グ[チ] 言葉 [ク]トゥ[バ
香川言葉 [カガワク]トゥ[バ,	

[カ]ガ[ワクトゥ]バ
香川 [カ]ガ[ワ] 言葉 [ク]トゥ[バ

徳島言葉 [トクシマク]トゥ[バ,	
[トク]シ[マクトゥ]バ

徳島 [トク]シ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ

愛媛言葉 [エヒメク]トゥ[バ,	
[エ]ヒ[メクトゥ]バ

愛媛 [エ]ヒ[メ] 言葉 [ク]トゥ[バ

高知言葉 [コーチク]トゥ[バ,	
[コ]ー[チクトゥ]バ

高知 [コ]ー[チ] 言葉 [ク]トゥ[バ

福岡言葉 [フクオカク]トゥ[バ 福岡 [フク]オ[カ] 言葉 [ク]トゥ[バ
大分言葉 [オーイタク]トゥ[バ,	

[オー]イ[タクトゥ]バ
大分 [オー]イ[タ] 言葉 [ク]トゥ[バ

宮崎言葉 [ミヤザキク]トゥ[バ 宮崎 [ミヤ]ザ[キ] 言葉 [ク]トゥ[バ
熊本言葉 [クマモトク]トゥ[バ 熊本 [クマ]モ[ト] 言葉 [ク]トゥ[バ
鹿児島言葉 [カゴシマクトゥ]バ,	

[カゴシマク]トゥ[バ]
鹿児島 [カゴシ]マ] 言葉 [ク]トゥ[バ

佐賀言葉 [サガクトゥ]バ,		
[サガ]ク｡トゥ[バ

佐賀 [サガ] 言葉 [ク]トゥ[バ
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長崎言葉 [ナガサキクトゥ]バ 長崎 [ナガサ]キ] 言葉 [ク]トゥ[バ
沖縄言葉 [オキナワ]ク｡トゥ[バ,	

[ウチナー]ク｡トゥ[バ,		
<普>[ウチナー]グ[チ

沖縄 [オキ]ナ[ワ],		
[ウ]チ[ナー]

言葉 [ク]トゥ[バ

男言葉 [イキガ]ク｡トゥ[バ 男 [イ]キ[ガ] 言葉 [ク]トゥ[バ
女言葉 [イナグ]ク｡トゥ[バ 女 [イ]ナ[グ] 言葉 [ク]トゥ[バ
島言葉 [シマ]ク｡トゥ[バ,		

<普>[シマ]グ[チ
島 シ[マ[ 言葉 [ク]トゥ[バ

大和言葉	
（本土の）

[ヤマトゥ]ク｡トゥ[バ,		
<普>[ヤマトゥ]グ[チ

大和 [ヤ]マ[トゥ] 言葉 [ク]トゥ[バ

琉球言葉 [リューキュー]ク｡トゥ[バ 琉球 [リュー]キュ[ー] 言葉 [ク]トゥ[バ
那覇言葉 [ナーハ]ク｡トゥ[バ,	

<x>-グチ
那覇 [ナ]ー[ハ] 言葉 [ク]トゥ[バ

宮古言葉 [マーククトゥ]バ,	<x>-グチ 宮古 [マー]ク] 言葉 [ク]トゥ[バ
石垣言葉 [イシガキ]ク｡トゥ[バ 石垣 [イシ]ガ[キ] 言葉 [ク]トゥ[バ
与那国言葉 [ユナグニクトゥ]バ 与那国 [ユナグ]ニ] 言葉 [ク]トゥ[バ
与論言葉 [ヨロン]ク｡トゥ[バ 与論 [ヨ]ロ[ン] 言葉 [ク]トゥ[バ
沖永良部言葉 [オキエラブ]ク｡トゥ[バ 沖永良部 [オキエ]ラ[ブ] 言葉 [ク]トゥ[バ
徳之島言葉 [トゥクヌシマ]ク｡トゥ[バ 徳之島 [トゥクヌ]シ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
大島言葉 [ウーシマ]ク｡トゥ[バ 大島 [ウー]シ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
名瀬言葉 [ナゼクトゥ]バ 名瀬 [ナゼ] 言葉 [ク]トゥ[バ
喜界言葉 [キカイ]ク｡トゥ[バ 喜界 [キ]カ[イ] 言葉 [ク]トゥ[バ
東京言葉 [トーキョークトゥ]バ,	

[トーキョー]ク｡トゥ[バ
東京 [トーキョ]ー] 言葉 [ク]トゥ[バ

京言葉 [キョー]ク｡トゥ[バ 京 <m>[キョ]ー 言葉 [ク]トゥ[バ
八重山言葉 [イェーマクトゥ]バ 八重山 [イェー]マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
久米島言葉 [クミジマク]トゥ[バ,		

<x>-グチ
久米島 [クミ]ジ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ

西銘言葉 [ニシミクトゥ]バ 西銘 [ニシ]ミ] 言葉 [ク]トゥ[バ
大田言葉 [ウフタ]ク｡トゥ[バ,	

[ウ]フ[タクトゥ]バ
大田 [ウ]フ[タ] 言葉 [ク]トゥ[バ

嘉手刈言葉 [カディカル]ク｡トゥ[バ 嘉手刈 [カディ]カ[ル] 言葉 [ク]トゥ[バ
儀間言葉 [ジマ]ク｡トゥ[バ 儀間 ジ[マ[ 言葉 [ク]トゥ[バ
山城言葉 [ヤマグシク]ク｡トゥ[バ,	

[ヤマグシククトゥ]バ
山城 [ヤマグ]シ[ク],		

[ヤマグシ]ク]
言葉 [ク]トゥ[バ

阿嘉言葉 [アーカク]トゥ[バ,	
[ア]ー[カクトゥ]バ

阿嘉 [ア]ー[カ] 言葉 [ク]トゥ[バ

宇江城言葉 [ウエグスククトゥ]バ 宇江城 [ウエグシ]ク],	[ロー] 言葉 [ク]トゥ[バ
宇根言葉 [ウチャムクトゥ]バ 宇根 [ウチャ]ム] 言葉 [ク]トゥ[バ
上江洲言葉 [ウィージ]ク｡トゥ[バ 上江洲 [ウィ]ー[ジ] 言葉 [ク]トゥ[バ
奥武言葉 [オークトゥ]バ 奥武 [オー],	[オージ]マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
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大原言葉 [ウフバル]ク｡トゥ[バ 大原 [ウフ]バ[ル],		

<n>[オー]ハ[ラ]
言葉 [ク]トゥ[バ

兼城言葉 [カニグシク]ク｡トゥ[バ,	
[カニグシククトゥ]バ

兼城 [カニグ]シ[ク]	(OK) 言葉 [ク]トゥ[バ

具志川言葉 [グシチャー]ク｡トゥ[バ 具志川 [グ]シ[チャー] 言葉 [ク]トゥ[バ
島尻言葉 [シマジリ]ク｡トゥ[バ,	

[シマ]ジ[リクトゥ]バ
島尻 [シマ]ジ[リ] 言葉 [ク]トゥ[バ

謝名堂言葉 [シャナロー]ク｡トゥ[バ 謝名堂 [ジャ]ナ[ロー] 言葉 [ク]トゥ[バ
銭田言葉 [ジンジャ]ク｡トゥ[バ 銭田 [ジ]ン[ジャ] 言葉 [ク]トゥ[バ
鳥島言葉 [トゥイシマ]ク｡トゥ[バ 鳥島 [トゥイ]シ[マ] 言葉 [ク]トゥ[バ
仲地言葉 [ナカチ]ク｡トゥ[バ 仲地 [ナ]カ[チ] 言葉 [ク]トゥ[バ
仲泊言葉 [ナカルマイ]ク｡トゥ[バ 仲泊 [ナカル]マ[イ] 言葉 [ク]トゥ[バ
仲村渠言葉 [ナカンダカリ]ク｡トゥ[バ,	

[ナカンダカリクトゥ]バ
仲村渠 [ナカンダ]カ[リ] 言葉 [ク]トゥ[バ

比嘉言葉 [ジャームク]トゥ[バ,	
[ヒジャク]トゥ[バ]

比嘉 [ジャ]ー[ム],		
ヒ[ジャ[

言葉 [ク]トゥ[バ

比屋定言葉 [ヒャージョーク]トゥ[バ 比屋定 [ヒャ]ー[ジョー],	
[ヒャー]ジョ[ー]

言葉 [ク]トゥ[バ

真我里言葉 [マガイ]ク｡トゥ[バ 真我里 [マ]ガ[イ] 言葉 [ク]トゥ[バ
真謝言葉 [マージャ]ク｡トゥ[バ 真謝 [マ]ー[ジャ] 言葉 [ク]トゥ[バ
山里言葉 [ヤマザトゥ]ク｡トゥ[バ 山里 [ヤマ]ザ[トゥ] 言葉 [ク]トゥ[バ
仲里言葉 [ナカザトゥ]ク｡トゥ[バ 仲里 [ナカ]ザ[トゥ] 言葉 [ク]トゥ[バ
東北地方 [トーホクチ｡ホ]ー 東北 [トーホ]ク 地方 [チ]ホ[ー]
関東地方 [カントー]チ｡[ホー 関東 [カン]ト[ー 地方 [チ]ホ[ー]
中部地方 [チューブチ｡ホ]ー 中部 [チュー]ブ 地方 [チ]ホ[ー]
北陸地方 [ホクリクチ｡ホ]ー 北陸 [ホクリ]ク] 地方 [チ]ホ[ー]
東海地方 [トーカイ]チ｡[ホー 東海 [ト]ー[カイ] 地方 [チ]ホ[ー]
関西地方 [カンサイ]チ｡[ホー 関西 [カ]ン[サイ],		

[カン]サ[イ]
地方 [チ]ホ[ー]

中国地方 [チューゴクチ｡ホ]ー 中国 [チューゴ]ク 地方 [チ]ホ[ー]
四国地方 [シコク]チ｡[ホー 四国 [シ]コ[ク] 地方 [チ]ホ[ー]
九州地方 [キューシュー]チ｡[ホー 九州 [キュ]ー[シュー] 地方 [チ]ホ[ー]
北海道 [ホッ]カイ[ドー] 北海道 [ホッ]カイ[ドー] 道 [ド]ー
青森県 [アオ]モ[リケ]ン 青森 [アオ]モ[リ] 県 [ケ]ン]
秋田県 [ア]キ[タケ]ン 秋田 [ア]キ[タ] 県 [ケ]ン]
岩手県 [イ]ワ[テケ]ン 岩手 [イ]ワ[テ] 県 [ケ]ン]
山形県 [ヤマ]ガ[タケ]ン 山形 [ヤマ]ガ[タ] 県 [ケ]ン]
宮城県 [ミヤギケ]ン,	

[ミ]ヤ[ギケ]ン
宮城 [ミヤ]ギ,

[ミ]ヤ[ギ]
県 [ケ]ン]

福島県 [フク]シ[マケ]ン 福島 [フク]シ[マ] 県 [ケ]ン]
茨城県 [イバ]ラ[ギケ]ン 茨城 [イバ]ラ[ギ] 県 [ケ]ン]
栃木県 [ト]チ[ギケ]ン 栃木 [ト]チ[ギ] 県 [ケ]ン]
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
群馬県 [グ]ン[マケ]ン 群馬 [グ]ン[マ] 県 [ケ]ン]
埼玉県 [サイ]タ[マケ]ン 埼玉 [サイ]タ[マ] 県 [ケ]ン]
東京都 <m>[トーキョー]ト 東京 [トーキョ]ー] 都 <m>[ト
千葉県 [チバケ]ン 千葉 [チバ] 県 [ケ]ン]
神奈川県 [カナガワケ]ン 神奈川 [カナガ]ワ] 県 [ケ]ン]
新潟県 [ニー]ガ[タケ]ン 新潟 [ニー]ガ[タ] 県 [ケ]ン]
長野県 [ナ]ガ[ノケ]ン 長野 [ナ]ガ[ノ] 県 [ケ]ン]
山梨県 [ヤマ]ナ[シケ]ン 山梨 [ヤマ]ナ[シ] 県 [ケ]ン]
静岡県 [シズ]オ[カケ]ン 静岡 [シズ]オ[カ] 県 [ケ]ン]
富山県 [ト]ヤ[マケ]ン 富山 [ト]ヤ[マ] 県 [ケ]ン]
岐阜県 [ギフケ]ン 岐阜 [ギフ] 県 [ケ]ン]
愛知県 [ア]イ[チケ]ン 愛知 [ア]イ[チ] 県 [ケ]ン]
石川県 [イシカワケ]ン 石川 [イシカ]ワ] 県 [ケ]ン]
福井県 [フ]ク[イケ]ン 福井 [フ]ク[イ] 県 [ケ]ン]
滋賀県 [シガケ]ン 滋賀 [シガ] 県 [ケ]ン]
三重県 [ミエケ]ン 三重 [ミエ] 県 [ケ]ン]
奈良県 [ナラケ]ン 奈良 [ナラ] 県 [ケ]ン]
京都府 <m>[キョ]ー[ト]フ,	

<m>[キョー]ト[フ
京都 [キョ]ー[ト] 府 <m>[フ]

大阪府 <m>[オーサカ]フ 大阪 [オーサ]カ] 府 <m>[フ]
和歌山県 [ワカヤマケ]ン 和歌山 [ワカヤ]マ] 県 [ケ]ン]
兵庫県 [ヒョ]ー[ゴケ]ン 兵庫 [ヒョ]ー[ゴ] 県 [ケ]ン]
鳥取県 [トッ]ト[リケ]ン 鳥取 [トッ]ト[リ] 県 [ケ]ン]
岡山県 [オカヤマケ]ン 岡山 [オカヤ]マ] 県 [ケ]ン]
島根県 [シ]マ[ネケ]ン 島根 [シ]マ[ネ] 県 [ケ]ン]
広島県 [ヒロ]シ[マケ]ン 広島 [ヒロ]シ[マ] 県 [ケ]ン]
山口県 [ヤマ]グ[チケ]ン 山口 [ヤマ]グ[チ] 県 [ケ]ン]
香川県 [カ]ガ[ワケ]ン 香川 [カ]ガ[ワ] 県 [ケ]ン]
徳島県 [トク]シ[マケ]ン 徳島 [トク]シ[マ] 県 [ケ]ン]
愛媛県 [エ]ヒ[メケ]ン 愛媛 [エ]ヒ[メ] 県 [ケ]ン]
高知県 [コ]ー[チケ]ン 高知 [コ]ー[チ] 県 [ケ]ン]
福岡県 [フク]オ[カケ]ン 福岡 [フク]オ[カ] 県 [ケ]ン]
大分県 [オー]イ[タケ]ン 大分 [オー]イ[タ] 県 [ケ]ン]
宮崎県 [ミヤ]ザ[キケ]ン 宮崎 [ミヤ]ザ[キ] 県 [ケ]ン]
熊本県 [クマ]モ[トケ]ン 熊本 [クマ]モ[ト] 県 [ケ]ン]
鹿児島県 [カゴシマケ]ン 鹿児島 [カゴシ]マ] 県 [ケ]ン]
佐賀県 [サガケ]ン 佐賀 [サガ] 県 [ケ]ン]
長崎県 [ナガサキケ]ン 長崎 [ナガサ]キ] 県 [ケ]ン]
沖縄県 [オキ]ナ[ワケ]ン,	

<x>ウチナーケン
沖縄 [オキ]ナ[ワ],		

[ウ]チ[ナー]
県 [ケ]ン]

北海道ガス [ホッ]カイ[ドーガ]ス 北海道 [ホッ]カイ[ドー] ガス [ガス]
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
青森ガス [アオ]モ[リガ]ス 青森 [アオ]モ[リ] ガス [ガス]
秋田ガス [ア]キ[タガ]ス 秋田 [ア]キ[タ] ガス [ガス]
岩手ガス [イ]ワ[テガ]ス 岩手 [イ]ワ[テ] ガス [ガス]
山形ガス [ヤマ]ガ[タガ]ス 山形 [ヤマ]ガ[タ] ガス [ガス]
宮城ガス [ミヤギガ]ス【Ｂ2単位もか】宮城 [ミヤ]ギ,	[ミ]ヤ[ギ] ガス [ガス]
福島ガス [フク]シ[マガ]ス 福島 [フク]シ[マ] ガス [ガス]
茨城ガス [イバ]ラ[ギガ]ス 茨城 [イバ]ラ[ギ] ガス [ガス]
栃木ガス [ト]チ[ギガ]ス,	

[トチギガ]ス
栃木 [ト]チ[ギ] ガス [ガス]

群馬ガス [グ]ン[マガ]ス 群馬 [グ]ン[マ] ガス [ガス]
埼玉ガス [サイ]タ[マガ]ス 埼玉 [サイ]タ[マ] ガス [ガス]
東京ガス [トーキョーガ]ス 東京 [トーキョ]ー] ガス [ガス]
千葉ガス [チバガ]ス 千葉 [チバ] ガス [ガス]
神奈川ガス [カナガワガ]ス 神奈川 [カナガ]ワ] ガス [ガス]
新潟ガス [ニー]ガ[タガ]ス 新潟 [ニー]ガ[タ] ガス [ガス]
長野ガス [ナ]ガ[ノガ]ス 長野 [ナ]ガ[ノ] ガス [ガス]
山梨ガス [ヤマ]ナ[シガ]ス 山梨 [ヤマ]ナ[シ] ガス [ガス]
静岡ガス [シズ]オ[カガ]ス 静岡 [シズ]オ[カ] ガス [ガス]
富山ガス [ト]ヤ[マガ]ス 富山 [ト]ヤ[マ] ガス [ガス]
岐阜ガス [ギフガ]ス 岐阜 [ギフ] ガス [ガス]
愛知ガス [ア]イ[チガ]ス 愛知 [ア]イ[チ] ガス [ガス]
石川ガス [イシカワガ]ス 石川 [イシカ]ワ] ガス [ガス]
福井ガス [フ]ク[イガ]ス 福井 [フ]ク[イ] ガス [ガス]
滋賀ガス [シガガ]ス 滋賀 [シガ] ガス [ガス]
三重ガス [ミエガ]ス 三重 [ミエ] ガス [ガス]
奈良ガス [ナラガ]ス 奈良 [ナラ] ガス [ガス]
京都ガス [キョ]ー[トガ]ス 京都 [キョ]ー[ト] ガス [ガス]
大阪ガス [オーサカガ]ス 大阪 [オーサ]カ] ガス [ガス]
和歌山ガス [ワカヤマガ]ス 和歌山 [ワカヤ]マ] ガス [ガス]
兵庫ガス [ヒョ]ー[ゴガ]ス 兵庫 [ヒョ]ー[ゴ] ガス [ガス]
鳥取ガス [ト]ッ[トリガ]ス		

【[トッ]ト[リガ]スの変種か】
鳥取 [トッ]ト[リ] ガス [ガス]

岡山ガス [オカ]ヤ[マガ]ス【Ａ型もか】岡山 [オカヤ]マ] ガス [ガス]
島根ガス [シ]マ[ネガ]ス 島根 [シ]マ[ネ] ガス [ガス]
広島ガス [ヒロ]シ[マガ]ス 広島 [ヒロ]シ[マ] ガス [ガス]
山口ガス [ヤマ]グ[チガ]ス 山口 [ヤマ]グ[チ] ガス [ガス]
香川ガス [カ]ガ[ワガ]ス 香川 [カ]ガ[ワ] ガス [ガス]
徳島ガス [トク]シ[マガ]ス 徳島 [トク]シ[マ] ガス [ガス]
愛媛ガス [エ]ヒ[メガ]ス 愛媛 [エ]ヒ[メ] ガス [ガス]
高知ガス [コ]ー[チガ]ス 高知 [コ]ー[チ] ガス [ガス]
福岡ガス [フク]オ[カガ]ス 福岡 [フク]オ[カ] ガス [ガス]
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
大分ガス [オー]イ[タガ]ス 大分 [オー]イ[タ] ガス [ガス]
宮崎ガス [ミヤ]ザ[キガ]ス 宮崎 [ミヤ]ザ[キ] ガス [ガス]
熊本ガス [クマ]モ[トガ]ス 熊本 [クマ]モ[ト] ガス [ガス]
鹿児島ガス [カゴシマガ]ス 鹿児島 [カゴシ]マ] ガス [ガス]
佐賀ガス [サガガ]ス 佐賀 [サガ] ガス [ガス]
長崎ガス [ナガサキガ]ス 長崎 [ナガサ]キ] ガス [ガス]
沖縄ガス [オキ]ナ[ワガ]ス 沖縄 [オキ]ナ[ワ]	 ガス [ガス]
久米島の人 [クミジ]マン[ツ 久米島 [クミ]ジ[マ] 人 [ツ,	[ツガ]
西銘の人 [ニシミン]ツ 西銘 [ニシ]ミ] 人 [ツ,	[ツガ]
大田の人 [ウフ]タン[ツ 大田 [ウ]フ[タ] 人 [ツ,	[ツガ]
嘉手刈の人 [カディカ]ルン[ツ 嘉手刈 [カディ]カ[ル] 人 [ツ,	[ツガ]
儀間の人 [ジ]マン[ツ 儀間 ジ[マ[ 人 [ツ,	[ツガ]
山城の人 [ヤマグシ]クン[ツ,	

[ヤマグシクン]ツ
山城 [ヤマグ]シ[ク],		

[ヤマグシ]ク]
人 [ツ,	[ツガ]

阿嘉の人 [アー]カン[ツ 阿嘉 [ア]ー[カ] 人 [ツ,	[ツガ]
宇江城の人 [ウエグシクン]ツ,	

[ローン]ツ]	(OK)
宇江城 [ウエグシ]ク],

[ロー]
人 [ツ,	[ツガ]

宇根の人 [ウチャムン]ツ 宇根 [ウチャ]ム] 人 [ツ,	[ツガ]
上江洲の人 [ウィー]ジン[ツ 上江洲 [ウィ]ー[ジ] 人 [ツ,	[ツガ]
奥武の人 [オーン]ツ]	(OK) 奥武 [オー],	[オージ]マ] 人 [ツ,	[ツガ]
大原の人 [ウフバ]ルン[ツ,	

<n>[オーハ]ラン[ツ
大原 [ウフ]バ[ル],		

<n>[オー]ハ[ラ]
人 [ツ,	[ツガ]

兼城の人 [カニグシ]クン[ツ,	
[カニグシクン]ツ

兼城 [カニグ]シ[ク] 人 [ツ,	[ツガ]

具志川の人 [グシ]チャーン[ツ	(OK) 具志川 [グ]シ[チャー] 人 [ツ,	[ツガ]
島尻の人 [シマジ]リン[ツ 島尻 [シマ]ジ[リ] 人 [ツ,	[ツガ]
謝名堂の人 [ジャナ]ローン[ツ	(OK) 謝名堂 [ジャ]ナ[ロー] 人 [ツ,	[ツガ]
銭田の人 [ジン]ジャン[ツ 銭田 [ジ]ン[ジャ] 人 [ツ,	[ツガ]
鳥島の人 [トゥイシ]マン[ツ 鳥島 [トゥイ]シ[マ] 人 [ツ,	[ツガ]
仲地の人 [ナカ]チン[ツ 仲地 [ナ]カ[チ] 人 [ツ,	[ツガ]
仲泊の人 [ナカルマ]イン[ツ	(OK) 仲泊 [ナカル]マ[イ]	(OK) 人 [ツ,	[ツガ]
仲村渠の人 [ナカンダカ]リン[ツ 仲村渠 [ナカンダ]カ[リ] 人 [ツ,	[ツガ]
比嘉の人 [ジャー]ムン[ツ,	

[ヒ]ジャン[ツ
比嘉 [ジャ]ー[ム],		

ヒ[ジャ[
人 [ツ,	[ツガ]

比屋定の人 [ヒャー]ジョーン[ツ	(OK) 比屋定 [ヒャ]ー[ジョー],	
[ヒャー]ジョ[ー]

人 [ツ,	[ツガ]

真我里の人 [マガ]イン[ツ	(OK) 真我里 [マ]ガ[イ]	(OK) 人 [ツ,	[ツガ]
真謝の人 [マー]ジャン[ツ	 真謝 [マ]ー[ジャ] 人 [ツ,	[ツガ]
山里の人 [ヤマザ]トゥン[ツ 山里 [ヤマ]ザ[トゥ] 人 [ツ,	[ツガ]
仲里の人 [ナカザ]トゥン[ツ 仲里 [ナカ]ザ[トゥ] 人 [ツ,	[ツガ]
男先生 [イキガ]セン[セー 男 [イ]ギ[ガ] 先生 [センセ]ー],		

<o>[シンシ]ー
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
女先生 [イナグ]セン[セー 女 [イ]ナ[グ] 先生 [センセ]ー]
教頭先生 [キョートーセンセ]ー 教頭 [キョート]ー] 先生 [センセ]ー]
校長先生 [コーチョー]セン[セー，

[コ]ー[チョーセンセ]ー
校長 [コ]ー[チョー] 先生 [センセ]ー]

年寄り先生 [トゥシユイ]セン[セー，
[トゥシ]ユ[イセンセ]ー

年寄り [トゥシ]ユ[イ] 先生 [センセ]ー]

若先生 [ワカー]セン[セー 若 [ワ]カ[ー	(OK) 先生 [センセ]ー]
島袋先生 [シマ]ブ[クセンセ]ー,	

<n>[シマブ]ク[ロセンセ]ー
島袋 [シマ]ブ[ク],		

<n>[シマブ]ク[ロ]
先生 [センセ]ー]

新垣先生 [アラカキセンセ]ー 新垣 [アラカ]キ],<o>-カチ 先生 [センセ]ー]
糸数先生 [イト]カ[ズセンセ]ー 糸数 [イト]カ[ズ] 先生 [センセ]ー]
稲嶺先生 [イナ]ミ[ネセンセ]ー 稲嶺 [イナ]ミ[ネ] 先生 [センセ]ー]
上原先生 [ウエハラセンセ]ー 上原 [ウエハ]ラ] 先生 [センセ]ー]
大城先生 [オー]シ[ロセンセ]ー 大城 [オー]シ[ロ] 先生 [センセ]ー]
金城先生 [キンジョーセンセ]ー 金城 [キンジョ]ー] 先生 [センセ]ー]
具志堅先生 [グシケンセンセ]ー 具志堅 [グシケ]ン] 先生 [センセ]ー]
国吉先生 [クニヨシセンセ]ー 国吉 [クニヨ]シ] 先生 [センセ]ー]
﨑村先生 [サキ]ム[ラセンセ]ー 﨑村 [サキ]ム[ラ] 先生 [センセ]ー]
佐久川先生 [サ]ク[ガーセンセ]ー 佐久川 [サ]ク[ガー] 先生 [センセ]ー]
新里先生 [シン]ザ[トセンセ]ー 新里 [シン]ザ[ト] 先生 [センセ]ー]
新城先生 [シンジョーセンセ]ー,		

[アラ]シ[ロセンセ]ー
新城 [シンジョ]ー],	

[アラ]シ[ロ]
先生 [センセ]ー]

高江洲先生 [タカ]エ[スセンセ]ー 高江洲 [タカ]エ[ス] 先生 [センセ]ー]
玉城先生 [タマ]シ[ロセンセ]ー,	

[タ]マ[キセンセ]ー
玉城 [タマ]シ[ロ],	

[タ]マ[キ]
先生 [センセ]ー]

仲宗根先生 [ナカ]ソ[ネセンセ]ー 仲宗根 [ナカ]ソ[ネ] 先生 [センセ]ー]
仲原先生 [ナカ]ハ[ラセンセ]ー 仲原 [ナカ]ハ[ラ] 先生 [センセ]ー]
仲村先生 [ナカ]ム[ラセンセ]ー 仲村 [ナカ]ム[ラ] 先生 [センセ]ー]
前里先生 [マエ]ザ[トセンセ]ー 前里 [マエ]ザ[ト] 先生 [センセ]ー]
真栄平先生 [マエ]ヒ[ラセンセ]ー 真栄平 [マエ]ヒ[ラ] 先生 [センセ]ー]
又吉先生 [マタヨシセンセ]ー 又吉 [マタヨ]シ] 先生 [センセ]ー]
宮里先生 [ミヤ]ザ[トセンセ]ー 宮里 [ミヤ]ザ[ト] 先生 [センセ]ー]
宮平先生 [ミヤヒラセンセ]ー 宮平 [ミヤヒ]ラ] 先生 [センセ]ー]
本永先生 [モト]ナ[ガセンセ]ー 本永 [モト]ナ[ガ] 先生 [センセ]ー]
盛吉先生 [モリヨシセンセ]ー 盛吉 [モリヨ]シ] 先生 [センセ]ー]
安村先生 [ヤス]ム[ラセンセ]ー 安村 [ヤス]ム[ラ] 先生 [センセ]ー]
山川先生 [ヤ]マ[ガーセンセ]ー 山川 [ヤ]マ[ガー] 先生 [センセ]ー]
山里先生 [ヤマ]ザ[トセンセ]ー 山里 [ヤマ]ザ[ト] 先生 [センセ]ー]
山城先生 [ヤマ]シ[ロセンセ]ー 山城 [ヤマ]シ[ロ] 先生 [センセ]ー]
吉永先生 [ヨシ]ナ[ガセンセ]ー 吉永 [ヨシ]ナ[ガ] 先生 [センセ]ー]
吉原先生 [ヨシ]ハ[ラセンセ]ー 吉原 [ヨシ]ハ[ラ] 先生 [センセ]ー]
与那嶺先生 [ヨナ]ミ[ネセンセ]ー 与那嶺 [ヨナ]ミ[ネ] 先生 [センセ]ー]
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複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
池間先生 [イ]ケ[マセンセ]ー 池間 [イ]ケ[マ] 先生 [センセ]ー]
内間先生 [ウチマセンセ]ー 内間 [ウチ]マ] 先生 [センセ]ー]
大田先生 [オ]ー[タセンセ]ー 大田 [オ]ー[タ] 先生 [センセ]ー]
我那覇先生 [ガ]ナ[ハセンセ]ー 我那覇 [ガ]ナ[ハ] 先生 [センセ]ー]
下地先生 [シモジセンセ]ー 下地 [シモ]ジ] 先生 [センセ]ー]
平良先生 [タイラセンセ]ー 平良 [タイ]ラ] 先生 [センセ]ー]
高良先生 [タカラセンセ]ー 高良 [タカ]ラ] 先生 [センセ]ー]
田里先生 [タ]サ[トセンセ]ー 田里 [タ]サ[ト] 先生 [センセ]ー]
多和田先生 [タ]ワ[タセンセ]ー 多和田 [タ]ワ[タ] 先生 [センセ]ー]
津波古先生 [ツ]ハ[コセンセ]ー 津波古 [ツ]ハ[コ] 先生 [センセ]ー]
照屋先生 [テ]ル[ヤセンセ]ー 照屋 [テ]ル[ヤ] 先生 [センセ]ー]
平田先生 [ヒラタセンセ]ー 平田 [ヒラ]タ] 先生 [センセ]ー]
宮城先生 [ミヤギセンセ]ー 宮城 [ミヤ]ギ] 先生 [センセ]ー]
吉田先生 [ヨ]シ[ダセンセ]ー 吉田 [ヨ]シ[ダ] 先生 [センセ]ー]
佐藤先生 [サ]ト[ーセンセ]ー 佐藤 [サ]ト[ー] 先生 [センセ]ー]
田中先生 [タ]ナ[カセンセ]ー 田中 [タ]ナ[カ](那覇にあり) 先生 [センセ]ー]
伊波先生 [イハセンセ]ー]	(OK) 伊波 イ[ハ[ 先生 [センセ]ー]
儀間先生 [ギマセンセ]ー]	(OK) 儀間 ギ[マ[ 先生 [センセ]ー]
比嘉先生 [ヒガセンセ]ー] 比嘉 [ヒガ] 先生 [センセ]ー]
与儀先生 [ヨギセンセ]ー] 与儀 [ヨギ] 先生 [センセ]ー]
久米島学校 [クミジマ]ガッ[コー 久米島 [クミ]ジ[マ] 学校 [ガッコ]ー]
西銘学校 [ニシミガッコ]ー 西銘 [ニシ]ミ] 学校 [ガッコ]ー]
大田学校 [ウフタ]ガッ[コー 大田 [ウ]フ[タ] 学校 [ガッコ]ー]
嘉手刈学校 [カディカル]ガッ[コー 嘉手刈 [カディ]カ[ル] 学校 [ガッコ]ー]
儀間学校 [ジマ]ガッ[コー 儀間 ジ[マ[ 学校 [ガッコ]ー]
山城学校 [ヤマグシク]ガッ[コー

【Ａ型もか】
山城 [ヤマグ]シ[ク],		

[ヤマグシ]ク]
学校 [ガッコ]ー]

阿嘉学校 [アーカ]ガッ[コー 阿嘉 [ア]ー[カ] 学校 [ガッコ]ー]
宇江城学校 [ウエグシクガッコ]ー 宇江城 [ウエグシ]ク],	[ロー] 学校 [ガッコ]ー]
宇根学校 [ウチャムガッコ]ー 宇根 [ウチャ]ム] 学校 [ガッコ]ー]
上江洲学校 [ウィージ]ガッ[コー 上江洲 [ウィ]ー[ジ] 学校 [ガッコ]ー]
奥武学校 [オーガッコ]ー.		

<普>[オーヌ]ガッ[コ]ー
奥武 [オー],	[オージ]マ] 学校 [ガッコ]ー]

大原学校 [オーハラ]ガッ[コー 大原 [ウフ]バ[ル],		
<n>[オー]ハ[ラ]

学校 [ガッコ]ー]

兼城学校 [カニグシクガッコ]ー	
(OK)

兼城 [カニグ]シ[ク] 学校 [ガッコ]ー]

具志川学校 [グシチャー]ガッ[コー 具志川 [グ]シ[チャー] 学校 [ガッコ]ー]
島尻学校 [シマジリ]ガッ[コー 島尻 [シマ]ジ[リ] 学校 [ガッコ]ー]
謝名堂学校 [ジャナロー]ガッ[コー 謝名堂 [ジャ]ナ[ロー] 学校 [ガッコ]ー]
銭田学校 [ジンジャ]ガッ[コー 銭田 [ジ]ン[ジャ] 学校 [ガッコ]ー]
鳥島学校 [トゥイシマ]ガッ[コー 鳥島 [トゥイ]シ[マ] 学校 [ガッコ]ー]



121久米島方言のアクセント資料（４）

複合語 嘉手苅方言アクセント 前部要素 前部アクセント 後部要素 後部アクセント
仲地学校 [ナカチ]ガッ[コー 仲地 [ナ]カ[チ] 学校 [ガッコ]ー]
仲泊学校 [ナカルマイ]ガッ[コー 仲泊 [ナカル]マ[イ]	(OK) 学校 [ガッコ]ー]
仲村渠学校 [ナカンダカリ]ガッ[コー 仲村渠 [ナカンダ]カ[リ] 学校 [ガッコ]ー]
比嘉学校 [ジャーム]ガッ[コー,	

[ヒガ]ガッ[コー
比嘉 [ジャ]ー[ム],	

ヒ[ガ[
学校 [ガッコ]ー]

比屋定学校 [ヒャージョー]ガッ[コー 比屋定 [ヒャ]ー[ジョー],	
[ヒャー]ジョ[ー]

学校 [ガッコ]ー]

真我里学校 [マガイ]ガッ[コー 真我里 [マ]ガ[イ]	(OK) 学校 [ガッコ]ー]
真謝学校 [マージャ]ガッ[コー 真謝 [マ]ー[ジャ] 学校 [ガッコ]ー]
山里学校 [ヤマザトゥ]ガッ[コー 山里 [ヤマ]ザ[トゥ] 学校 [ガッコ]ー]
仲里学校 [ナカザトゥ]ガッ[コー 仲里 [ナカ]ザ[トゥ] 学校 [ガッコ]ー]
久米島小学校 [クメジマショー]ガッ[コー 久米島 [クミ]ジ[マ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
西銘小学校 [ニシメショーガッコ]ー 西銘 [ニシ]ミ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
大田小学校 [オータショー]ガッ[コー 大田 [ウ]フ[タ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
嘉手刈小学校 [カデカルショー]ガッ[コー 嘉手刈 [カディ]カ[ル] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
儀間小学校 [ギマショー]ガッ[コー 儀間 ジ[マ[ 小学校 [ショー]ガッ[コー]
山城小学校 [ヤマシロショー]ガッ[コー

【[ヤマ]シ[ロ】
山城 [ヤマグ]シ[ク],		

[ヤマグシ]ク]
小学校 [ショー]ガッ[コー]

阿嘉小学校 [アーカショー]ガッ[コー 阿嘉 [ア]ー[カ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
宇江城小学校 [ウエグスクショーガッコ]ー 宇江城 [ウエグシ]ク],	[ロー] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
宇根小学校 [ウチャムショーガッコ]ー,	

[ウネショーガッコ]ー
宇根 [ウチャ]ム],	

[ウネ]
小学校 [ショー]ガッ[コー]

上江洲小学校 [ウエズショー]ガッ[コー 上江洲 [ウィ]ー[ジ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
奥武小学校 [オーショーガッコ]ー 奥武 [オー],	[オージ]マ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
大原小学校 [オーハラショー]ガッ[コー 大原 <n>[オー]ハ[ラ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
兼城小学校 [カネグスクショー]ガッ[コー 兼城 [カニグ]シ[ク] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
具志川小学校 [グシカワショー]ガッ[コー 具志川 [グ]シ[チャー] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
島尻小学校 [シマジリショー]ガッ[コー 島尻 [シマ]ジ[リ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
謝名堂小学校 [ジャナドーショー]ガッ[コー 謝名堂 [ジャ]ナ[ロー] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
銭田小学校 [ゼンダショー]ガッ[コー 銭田 [ジ]ン[ジャ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
鳥島小学校 [トリシマショー]ガッ[コー 鳥島 [トゥイ]シ[マ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
仲地小学校 [ナカチショー]ガッ[コー 仲地 [ナ]カ[チ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
仲泊小学校 [ナカドマリショー]ガッ[コー 仲泊 [ナカル]マ[イ]	(OK) 小学校 [ショー]ガッ[コー]
仲村渠小学校 [ナカンダカリショー]ガッ[コー 仲村渠 [ナカンダ]カ[リ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
比嘉小学校 [ヒガショー]ガッ[コー 比嘉 [ジャ]ー[ム],	ヒ[ガ[ 小学校 [ショー]ガッ[コー]
比屋定小学校 [ヒャージョーショー]ガッ[コー 比屋定 [ヒャ]ー[ジョー],	

[ヒャー]ジョ[ー]
小学校 [ショー]ガッ[コー]

真我里小学校 [マガリショー]ガッ[コー 真我里 [マ]ガ[イ]	(OK) 小学校 [ショー]ガッ[コー]
真謝小学校 [マージャショー]ガッ[コー 真謝 [マ]ー[ジャ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
山里小学校 [ヤマザトショー]ガッ[コー 山里 [ヤマ]ザ[トゥ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
仲里小学校 [ナカザトショー]ガッ[コー 仲里 [ナカ]ザ[トゥ] 小学校 [ショー]ガッ[コー]
久米島中学校 [クメジマチュー]ガッ[コー 久米島 [クミ]ジ[マ] 中学校 [チュー]ガッ[コー]
　以下，「○○中学校」はすべて「○○小学校」のショーをチューに変えるだけで他は同じ｡


